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開会の辞 (司会: 犬塚 隆志，科学技術政策研究所)
小中 元秀，科学技術政策研究所 所長




 薬師寺 泰蔵，総合科学技術会議議員 / 慶應義塾大学 








パネル : 政府 - 産業R&D協力 (座長: ロニー・エーデルハイト，GE(元) / 全米工学アカデミー)
「日本の半導体コンソーシアム」
 中馬 宏之，一橋大学 / 科学技術政策研究所
 藤村 修三，東京工業大学 / 一橋大学
「アメリカ産業R&Dの国際化 - International SEMATECHと国際ロードマップ」
 ケネス・フラム，テキサス大学オースチン校
討論者: 本城 薫，新エネルギー・産業技術総合開発機構






討論者: 飯塚 哲哉，ザインエレクトロニクス (株)
第2日: 2006年1月11日







討論者: マーク・マイアーズ，ゼロックス(元) / ペンシルベニア大学




 近藤 正幸，科学技術政策研究所 / 横浜国立大学
討論者: ゲイル・カッセル，イーライリリー




















科学技術コミュニケーションに対するヨーロッパの取り組み 〜 国際会議 CER 2005 報告
第２調査研究グループ上席研究官 渡辺 政隆
ベルギーの首都ブリュッセルにおいて、11月14 〜15日に開催された国際会議「欧州の科学技術研究を伝える
(Communicating European Research: CER 2005)」に参加する機会を得たので、その概略を紹介する。
1. 会議の趣旨

























































長は、日本、アメリカ、EU の GDP に対するR&D (研究開発) 比、
人口当たりの三極特許件数と研究者数などの統計を引き合いに
出しながら、２国に対抗するためには、研究開発、教育・訓練、イ
























・11/16 藤本 元: 同志社大学工学部教授
「日本のエンジン燃焼研究の実態と日本の大学の理工系教育におけ
る 問題点」
・11/21 深尾 京司: 一橋大学経済研究所教授
「全要素生産性と科学技術政策」
・11/22 Dr. Bruno Berge: フランス Varioptic社
"Varioptic, liquid lenses for miniature cameras: from the lab to
industry"
・11/24 都河 明子: 東京医科歯科大学・留学生センター/教養部教授
「科学技術分野における多様な人材登用について - 女性研究者およ
び留学生の視点から - 」















・「科学技術動向 2005 年 11月号」 (11月25日発行)
レポート 1   窒素酸化物排出低減用触媒技術の開発動向
客員研究官 小沢 靖
環境・エネルギーユニット 浦島 邦子




○ 第 3 回科学技術政策研究所機関評価委員会第1回会合を開催
11 月 25 日 (金)、三菱ビル M8 会議室において第 3 回科学技術政策研究所機関評価委員
会 (委員長: 池上徹彦 会津大学長) の第 1 回会合が開催された。第 1 回会合では、これまで
の研究所の活動状況等についての研究所側からの説明の後、今後の検討課題の整理・討議
や今後の委員会の進め方などが議論された。なお、次回会合は 12 月 28 日 (水)に開催される
こととなった。
科学技術政策研究所機関評価委員会
委員長 池上 徹彦 会津大学長





中島 尚正 (独) 産業技術総合研究所理事・臨海副都心センター所長
中村 道治 日立製作所執行役副社長
原山 優子 東北大学大学院工学研究科教授
若杉 隆平 慶應義塾大学経済学部教授
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